
　市民サービスに影響がでないよう、内
部経費を中心に事務事業の見直しを進め
ています。

財政健全化の取組み

基金現在高の推移

元金償還額の推移（繰上償還は除く）
（単位：百万円）

（単位：百万円）

積極的な繰上償還により毎年度の公債費負
担の抑制、平準化に努めています。

決算剰余金の一部を活用した基金の積み立
てにより、残高確保に努めています。

2,687

1,682

726

5,204
5,000

4,014

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
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4,136
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3,836

3,688 3,650

3,200

3,400

3,600

3,800

4,000

4,200

R04 R05 R06

↑
基
金
取
り
崩
し
を
抑
制

↓
公
債
費
抑
制

R1財政計画
R6予算編成後
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令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

会 計 名 予算額 前年増減

　一　般　会　計 27,070,000 920,000

　特　別　会　計 10,667,780 △ 1,187,880

国民健康保険事業 3,605,000 △ 312,000

後期高齢者医療事業 1,325,000 113,000

介護保険事業 5,254,000 10,000

電気事業 482,600 △ 85,100

生活排水処理事業 公営企業会計に
移行 △ 914,000

母里財産区 870 250

井尻財産区 170 0

赤屋財産区 140 △ 30

合計 37,737,780 △ 267,880 

（単位：千円）
令和６年度予算総括表

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

　

物
価
・
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
が

あ
る
中
、「
次
の
世
代
に
繋
げ
る
安

来
市
」
を
目
指
し
、
第
２
次
安
来
市

総
合
計
画
の
将
来
像
「
人
が
集
い　

未
来
を
拓
く　

も
の
づ
く
り
と
文
化

の
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
た
施
策
や
、

安
来
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
と

安
来
市
の
創
生
を
目
的
と
し
た
施
策

へ
の
取
り
組
み
を
重
点
的
か
つ
着
実

に
進
め
ま
す
。

　

同
時
に
、
財
政
運
営
の
さ
ら
な
る

健
全
化
を
図
る
た
め
、
予
算
編
成
作

業
で
は
、「
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
」

を
念
頭
に
、
職
員
一
人
一
人
が
コ
ス

ト
意
識
を
持
っ
て
施
策
の
優
先
順
位

を
洗
い
出
し
、
前
例
や
既
成
概
念
に

と
ら
わ
れ
な
い
徹
底
し
た
節
約
や
歳

入
歳
出
両
面
で
の
見
直
し
を
図
り
、

一
層
の
行
財
政
改
革
を
進
め
ま
す
。

　

第
４
次
行
政
改
革
大
綱
、
同
実
施

計
画
で
位
置
づ
け
た
取
り
組
み
を
確

実
に
実
施
し
、
歳
出
の
見
直
し
、
将

来
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
強
力

に
推
進
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
予
算
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
要
と
主
な
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

財
政
課　

℡
23-

３
０
２
５

ま
ち
の
予
算
の

あ
ら
ま
し
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歳　
出

歳　
入

歳　入　区　分 令和６年度 前年増減

自自
主主
財財
源源

市税市税 4,814,7954,814,795 △ 236,215△ 236,215
分担金・負担金分担金・負担金 87,25087,250 △ 4,708△ 4,708
使用料・手数料使用料・手数料 381,154381,154 △ 14,307△ 14,307

財産収入財産収入 12,67412,674 △ 45△ 45
繰入金繰入金 1,670,4731,670,473 265,295265,295

諸収入等諸収入等 1,399,0651,399,065 140,806140,806

依依
存存
財財
源源

地方譲与税地方譲与税 294,001294,001 12,00012,000
地方交付税地方交付税 10,054,00010,054,000 304,000304,000
国庫支出金国庫支出金 2,564,0792,564,079 △ 288,351△ 288,351

県支出金県支出金 1,896,2081,896,208 △ 62,941△ 62,941
交付金等交付金等 1,370,2011,370,201 277,066277,066

市債市債 2,526,1002,526,100 527,400527,400
合　　計合　　計 27,070,00027,070,000 920,000920,000

歳　出　区　分 令和６年度 前年増減
議会費議会費 180,262180,262 △ 973△ 973
総務費総務費 3,125,0363,125,036 461,254461,254
民生費民生費 7,439,4077,439,407 162,430162,430
衛生費衛生費 2,369,3562,369,356 978978
労働費労働費 160,377160,377 3,6033,603

農林水産業費農林水産業費 1,616,9611,616,961 △ 36,560△ 36,560
商工費商工費 878,413878,413 △ 278,443△ 278,443
土木費土木費 2,493,6152,493,615 △ 231△ 231
消防費消防費 1,347,2381,347,238 373,307373,307
教育費教育費 2,953,8102,953,810 289,483289,483

災害復旧費災害復旧費 77,00077,000 △ 10,450△ 10,450
公債費等公債費等 4,428,5254,428,525 △ 44,398△ 44,398
合　　計合　　計 27,070,00027,070,000 920,000920,000

（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）

歳入・歳出から見た予算
　一般会計の当初予算総額は、昨年度比 9 億 2 千万円増
の 270 億 7 千万円となりました。
　歳入は、市税は若干の上向き傾向が見られますが、定
額減税の影響を見込み、4.7％減の 48 億 1 千万円余を見
込んでいます。なお、定額減税の影響については、その
全額を地方特例交付金により国からの補填を見込んでい
ます。建設事業費の増加に伴い財源を確保したことから

市債が 5 億 2 千万円余増となっています。
　一方、歳出は、物価高騰や賃上げ対応、市民サー
ビスの向上やＤＸ推進、公共施設の適正化に向けた
施設改修の予算を確保しつつ、（仮称）安来スマート
インターチェンジの整備や工場立地の推進など、人
口対策、雇用創出、地域活性化を見据えた将来のま
ちづくりに必要な事業を盛り込みました。

令和６年度一般会計予算令和６年度一般会計予算

歳入予算内訳 歳出予算内訳（目的別）

【用語】　自主財源…市が自ら徴収できる財源
　　　　依存財源…国・県から定められた額を交付
　　　　されたり割り当てられたりする財源

【用語】　民生費…高齢者・障がい者福祉など
　　　　衛生費…予防接種や各種検診など
　　　　公債費…借入金の元金・利子の返済など

 0.7%

 11.5%

 27.5%

 8.8%

 0.6% 6.0%

 3.2%

 9.2%

 5.0%

 10.9%

 0.3%
 16.4%

歳   出

  17.8%

 0.3%
 1.4%

 0.0%

 6.2%

 5.2%

 1.1%

 37.1%

 9.5%

 7.0%

 5.1%  9.3%

 30.9%

 69.1%

歳   入
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保
健
・
医
療
・
福
祉

　54

億9,758

万
円

訪
問
介
護
事
業
所
開
設
支
援
事
業

１
４
４
０
万
円

　

中
山
間
地
域
の
訪
問
介
護
事
業
所

の
開
設
及
び
経
営
安
定
ま
で
の
初
期

費
用
を
支
援
し
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
ま

す
。

高
齢
者
補
聴
器
購
入
助
成
事
業

２
０
０
万
円

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と

な
ら
な
い
中
等
度
の
加
齢
性
難
聴
を

患
う
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
し
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と

で
、
認
知
症
発
症
の
早
期
予
防
を
図

り
ま
す
。

子
育
て
・
教
育
・
文
化　
　
　
　

　
　

49

億528

万
円

医
療
的
ケ
ア
児
保
育
支
援
事
業

７
５
２
万
円

　

日
常
的
に
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

子
ど
も
を
認
定
こ
ど
も
園
で
受
け
入

れ
る
た
め
、
ケ
ア
を
行
う
看
護
師
を

配
置
し
ま
す
。

学
校
運
営
協
議
会
設
置
事
業

１
３
０
万
円

　

学
校
と
地
域
が
相
互
に
理
解
を
深

め
、
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
、
市
内
全
て
の
小
中
学
校

に
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
ま

す
。

国
ス
ポ
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
準
備
事
業

９
４
７
万
円

　

令
和
７
年
度
「
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
」
と
令
和
12
年
度
「
第

84
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
第
29
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
で
安

来
市
が
開
催
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
会
の
開
催
に
向
け
、
事
前
準
備
を

進
め
ま
す
。

　

防
災
・
防
犯　

9

億9744

万
円

常
備
消
防
車
両
整
備
事
業

１
億
６
４
８
２
万
円

　

平
成
13
年
に
整
備
し
た
救
助
工
作

車
、
平
成
15
年
に
整
備
し
た
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
、
平
成
13
年
に
寄
贈
を

受
け
た
査
察
車
及
び
平
成
14
年
に
整

備
し
た
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

の
計
４
台
を
更
新
し
ま
す
。

消
防
団
車
両
等
整
備
事
業

１
６
４
０
万
円

　

24
時
間
体
制
で
各
種
災
害
へ
の
対

応
を
図
る
た
め
、
更
新
計
画
に
基
づ

き
老
朽
化
し
た
車
両
、
資
機
材
を
整

備
し
、
消
防
力
の
充
実
強
化
を
行
い

ま
す
。

産
業
・
観
光
・
雇
用
　
　
　

　
　26

億2859

万
円

林
業
人
材
育
成
拠
点
整
備
事
業

６
３
６
０
万
円

　

林
業
人
材
育
成
拠
点
整
備
に
向
け

た
用
地
取
得
を
進
め
る
と
と
も
に
、

令
和
７
年
度
の
整
備
に
向
け
て
造
成

設
計
を
行
い
ま
す
。

企
業
立
地
雇
用
促
進
奨
励
金
事
業

６
４
９
０
万
円

　

企
業
等
の
新
設
、
増
設
ま
た
は
移

設
に
つ
い
て
要
件
を
満
た
す
場
合
、

企
業
が
投
資
し
た
投
下
固
定
資
本
総

額
、
新
規
雇
用
従
業
員
数
に
応
じ
た

助
成
を
行
う
ほ
か
、
空
き
工
場
等
の

家
賃
に
係
る
経
費
等
を
奨
励
金
と
し

て
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の

設
備
投
資
及
び
雇
用
増
大
を
図
り
ま

す
。

観
光
地
・
観
光
産
業
の
再
生
・
高
付

加
価
値
化
補
助
事
業

４
４
２
７
万
円

　

観
光
需
要
の
回
復
、
地
域
活
性
化

を
実
現
し
、
地
域
・
産
業
の
「
稼
ぐ

力
」
を
回
復
・
強
化
す
る
た
め
、
宿

泊
施
設
等
が
実
施
す
る
高
付
加
価
値

化
改
修
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

▲「フェンシング」競技は、国スポ・インターハ
イとも安来市が開催地です。

  
保
健
・
医
療
・
福
祉

57
億
３
９
０
７
万
円　

  

子
育
て
・
教
育
・
文
化

55
億
７
９
０
９
万
円　

  

防
災
・
防
犯

14
億
２
４
２
万
円　
　

  

産
業
・
観
光
・
雇
用

26
億
２
２
５
６
万
円　

一
般
会
計
予
算
主
要
事
業

▲新型コロナウイルスが５類感染症に移行し、
宿泊者数が回復傾向にある「さぎの湯温泉」。
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都
市
基
盤
・
生
活　
　
　

　
　

34

億6690

万
円

公
共
交
通
利
便
性
増
進
計
画
策
定
事

業 ６
９
４
万
円

　

市
内
の
既
存
公
共
交
通
網
を
個
別

に
状
況
調
査
し
、
利
便
性
や
効
率
性

の
高
い
も
の
に
す
る
た
め
の
計
画
策

定
を
行
い
、
既
存
の
バ
ス
路
線
に
こ

だ
わ
ら
な
い
公
共
交
通
網
の
構
築
を

図
り
ま
す
。

高
留
鼻
線
道
路
改
良
事
業

１
３
０
０
万
円

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
交
通

ア
ク
セ
ス
の
確
立
を
目
指
し
、
道
路

整
備
計
画
の
中
で
、
緊
急
性
・
重
要

性
の
高
い
路
線
か
ら
整
備
を
行
い
、

地
域
の
交
通
体
系
の
諸
問
題
解
消
に

努
め
ま
す
。

空
家
等
対
策
事
業

１
５
１
４
万
円

　

安
来
市
空
家
等
対
策
協
議
会
の
開

催
、
空
家
等
所
有
者
調
査
、
適
正
管

理
を
促
す
た
め
の
助
言
や
指
導
、
緊

急
対
応
等
や
解
体
を
支
援
す
る
老
朽

危
険
建
築
物
除
却
の
補
助
制
度
を
引

続
き
実
施
し
ま
す
。
令
和
６
年
度

は
、
啓
発
用
冊
子
（
住
ま
い
の
終
活

ノ
ー
ト
）
を
作
成
し
空
家
対
策
の
促

進
を
行
い
ま
す
。

自
然
・
環
境
保
全

　

6
億4853

万
円

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
事
業

２
３
７
５
万
円

　

市
内
公
共
施
設
に
お
い
て
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設
置
可
能
性
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
普
及
促
進
の
た
め
の
設
備
導
入

支
援
に
つ
い
て
、
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー

を
設
け
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、

一
層
の
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

屋
外
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

１
５
０
７
万
円

　

電
気
料
金
の
削
減
・
脱
炭
素
の
観

点
か
ら
、
リ
ー
ス
事
業
に
よ
り
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
し
た
市
所
管
の
屋
外
照
明
灯
の

維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

参
画
・
協
働
・
行
財
政　

　
　

23

億2718

万
円

新
安
来
市
発
足
20
周
年
記
念
事
業

６
７
２
万
円

　

令
和
６
年
10
月
で
合
併
か
ら
20
年

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
記
念
式
典
と

記
念
事
業
を
開
催
し
、
新
安
来
市
の

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
再
確
認
す
る
と

と
も
に
、
更
な
る
飛
躍
と
住
民
が
協

働
す
る
住
み
よ
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
対
応
関
連
事

業２
億
３
８
８
万
円

　

こ
れ
ま
で
自
治
体
独
自
で
行
っ
て

い
た
法
改
正
へ
の
対
応
、
シ
ス
テ
ム

管
理
な
ど
に
か
か
る
負
担
の
軽
減
と

業
務
効
率
化
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
職
員
育
成
事
業

１
５
０
万
円

　

各
部
署
に
お
い
て
中
心
的
に
Ｄ
Ｘ

を
推
進
す
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

ふるさと寄附をふるさと寄附を
有効に活用しています有効に活用しています

　ふるさと納税でいただいた寄附金を
令和５年度は次の事業などに活用しま
した。

・戦国尼子フェスティバル
・マタニティ応援プロジェクト事業
・ＩＣＴ教育推進事業
・湯田山荘改修工事

▲「宇賀荘あいのりタクシー」は、多くの
利用があったことから、運行を継続します。

▲５年に一度開催される「戦国尼子
フェスティバル」の武者行列。

　令和６年度の当初予算編成方
針や事業別概要など、詳しい内
容を市ホームページ（下記２次
元コード）に掲載していますの
で、ご覧ください。
ト ッ プ ペ ー ジ ＞
市 政 ＞ 財 政 ＞ 安
来 市 の 予 算 ＞ 令
和６年度

令和６年度一般会計予算令和６年度一般会計予算
  

都
市
基
盤
・
生
活

40
億
３
８
６
７
万
円　

  

参
画
・
協
働
・
行
財
政

25
億
５
６
９
５
万
円　

  

自
然
・
環
境
保
全

７
億
２
７
１
万
円　
　


